
主　催　　　BLSコンソーシアム
共　催　　　NPO法人 セントジョンアンビュランスジャパン協会
後　援　　　京都府教育委員会　京都市教育委員会　京都府体育協会　KBS京都　京都新聞社

協　賛

お申込方法　　裏面のお申込書に記入の上FAXいただくか、上記のURLからインターネット経由でお申し込み下さい。

お問合せは ハートスタート　　　　　　　　　　　　事務局 まで
0120-581-093／ info@heartstart.jp／土日祝祭日を除く 9：00 ─ 18：00 

京都AEDセミナー

命のきずな
　　　　　～救命の連鎖への参加～

ABC of AED

JR丹波口から西へ徒歩5分

講師からのご挨拶
ある日突然、誰にでも起こりうる心臓突然死。それは本当に誰にでも、年齢や性別や病歴を問わず、発生します。
あなたの身近で、誰かが倒れた時、あなたには出来ることがあるのをご存知ですか？
このセミナーでは、あなたに“何が”出来るのかを具体的にお話し、また、その“方法”を実際にマネキン人形
（簡易型蘇生人形）を使って、実体験として学びます。
学校で、スポーツ現場で、職場で、家庭で。“万一”に備える機会として、ぜひ、ご参加ください。

開催開催日時 

202008年11月29日（日（土） 
14：0：00～16：00：00
開催開催場所場所

京都京都リサーチパチパーク サイエンスホサイエンスホール
（京都市下京区中堂寺粟田町 93番地京都市下京区中堂寺粟田町 93番地 1号館 4F号館 4F）

講　師講　師　NPO法人  NPO法人  セントジョンアンビュランスジャパントジョンアンビュランスジャパン協会  理事長協会  理事長

　　　　　医療法人同仁会  京都九条病院  理事長医療法人同仁会  京都九条病院  理事長               松井松井 道宣道宣 先生先生
定　員　定　員　　150名 名 （お申し込みの先着順とさせて頂きます）（お申し込みの先着順とさせて頂きます）

参加費用参加費用　　　　無 料無 料
お申込みお申込み　　　　以下のURLから申込用紙をダウンロード、もしくはインターネットでお申し込み下さい以下のURLから申込用紙をダウンロード、もしくはインターネットでお申し込み下さい

　　　　　　　　　　　　http://www.heartstart.jp/news/http://www.heartstart.jp/news/
　　　　　　　　　　　　※インターネットでの申込受付は11/12（水）から開始致します。※インターネットでの申込受付は11/12（水）から開始致します。

開催日時 

2008年11月29日（土） 
14：00～16：00
開催場所

京都リサーチパーク サイエンスホール
（京都市下京区中堂寺粟田町 93番地 1号館 4F）

講　師　NPO法人  セントジョンアンビュランスジャパン協会  理事長

　　　医療法人同仁会  京都九条病院  理事長        松井 道宣 先生
定　員　　150名 （お申し込みの先着順とさせて頂きます）
参加費用　　無 料
お申込み　　以下のURLから申込用紙をダウンロード、もしくはインターネットでお申し込み下さい

　　　　　　http://www.heartstart.jp/news/
　　　　　　※インターネットでの申込受付は11/12（水）から開始致します。



BLSコンソーシアムとは・・・
救急医療の第一人者をはじめ、救命の最前線で活躍する医師や救命士などが主催する各地のNPO団体が相互協力し設立。一般人に対するAED
を含む心肺蘇生法の普及・啓発活動を通じて、病院到着前の救急医療の発展に寄与することを目的とした非営利団体です。

お問い合わせ先
ハートスタート　　　　　　　　　　　　  事務局　　    0120-581-093　info@heartstart.jp

「命のきずな ～救命の連鎖への参加～」セミナー 参加申込書
ご 施 設 名

ご 所 属

お 名 前

電 話 番 号

e-mail @

 職 種  
（○でお囲み下さい）

ふ り が な

・ 自治体 ・ 学校／教育

・ 企業 ・ その他

※ご登録頂いた情報は、本セミナーのご案内および主催者、協賛企業のマーケティング活動以外に利用することはありません。また、
頂いた個人情報は厳重に取り扱い、お客様の同意を得ることなく主催者、協賛企業以外の第三者に提供することはありません。
※お申し込みは先着順とさせていただき、お申込み受付に特に問題がない場合は事務局からのご連絡は致しません。定員となっ
た場合や申込内容に関して不明な点があった場合にお問い合わせをさせていただきます。

PROGRAM

1. オープニング～命を救う、救われるということ～
ある高校の体育祭。リレーを走り終わった後、彼女は突然その場に崩れ、そして二度と目を醒ますことはありませんでした。
残された私たちに出来ることとは？
子供さんを亡くされたお母さんの、切実な願いをお聞きください。

2. 講演 『 命のきずな ～救命の連鎖への参加～ 』
ある日突然、誰にでも起こりうる心臓突然死。その時、あなたに出来ることがあります。
昨今、なぜ、一般市民の心肺蘇生法の習得が叫ばれるのか？なぜ、AEDの設置が必要なのか？
救命の最前線にいる医師の立場から、お話いたします。

3. AED設置の必要性～スポーツ現場を例に～
街角でよく見られるようになったAED。でもAEDって何かご存知ですか？
スポーツ現場での例を交え、実際の製品の紹介を行います。

4. ひとり一体の簡易型蘇生人形を使った救命講習
目の前で人が倒れました！その時、どんな行動をあなたは取りますか？
ひとり一体の蘇生人形（人体模型）を使用し、心肺蘇生法を学びます。

お申込み締切り日 ： 11月27日（木）

FAX送信先

ハートスタート事務局  03-5414-3886
http://www.heartstart.jp/news/ からも申込み受付中！（11/12水曜日から）
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